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論文審査の結果の要旨 

本研究では、都市部一般住民における咀嚼能率関連因子とその影響度を明らかにするために、吹田市

在住の 50-70 歳代の人を対象に、重回帰モデルによる分析を行った。 

その結果、残存する咬合支持域数によって、咀嚼能率に影響を及ぼす因子は異なり、各因子の影響の

度合いも変化すること、すなわち最大咬合力は各咬合支持域群で共通の因子であり、機能歯数、歯周状

態は Eichner A、B群において共通の因子であるが、性別は Eichner A群のみで影響することが示され
た。

本研究の結果は、咀嚼能率を評価する上で、咬合支持域別に基準を設ける必要性を示唆するものであ

り、歯の欠損や歯周病を有する高齢者への食事指導および栄養指導に有益な知見である。よって、本論

文は、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 


